












































































（ 『天台全』 二二、 一八下）
























































































































































































（ 『天台全』 九、 四二上）
等の記述が見られる。これは止観による観心の優位性から、そ 理想とする一心三観や一念三千の境地を体得することで、それに全て 法門が具備されることを意味している。つまり妙法を正しく持つことは、即ち一心三観・一念三千 法門 安住するこ




四十八軽戒を、現実生活の上で持っていくのではなく、妙法 いう真理を持つ姿に自然的に戒が持たれると説く。こうした「観法に具足される戒」という、具体的な持戒を論じない理論とし のみの戒、 つまり理戒を中心とする恵心流の戒に対する思想が、当時の叡山の戒に対する姿勢を代表するものであったと考えられている（註
（6）参照） 。
この本覚思想を基盤とする恵檀両流の理戒中心の戒学に対して、恵尋を始めとする































































































として、一心三観・一念三千の境地は、受戒という具体的行動に顕さ るとする。戒体を発得するという行為自体が、そのまま「観心」 ・ 「観念」であると論じられている。ここでは観心は受戒に包括されて説かれるが、戒家においても、観心の重要性は考慮されているのである。
以上のように、 恵心流における戒、 戒家における観心を見てみると、 戒家（戒本意） 、
恵心流（観心本意）において、観心・戒は両流の本意に摂取されるものであり、両者の思想構造に大きな違いは見られな し、恵心流において持戒行動がなされなかったとは言いきれないのであ 。
このような思想の類似性は、戒家の思想の基盤が恵心流と同じく、本覚思想にある







一」 （ 『続天台』円戒二、 七三下）
 と表現する背景には、現実肯定の本
覚思想を戒家の中でどのように理解し いくのかという苦悩が見られるのである。しかし、そのような戒体発得後の修行を無用とする説は、凡夫即仏 する本覚思想 基づいて、ことさらに仏果菩提に至る為の修行が受戒以後 不要であるという意味であり、そこから先は「証
ノ上
ノ修行也」 （ 『日仏全』七一、 三〇二下）として、持戒＝菩薩
行という戒家の修行が論じられるのである。
このように、一見対立して論じられる戒家と恵心流は、実はどちらも天台本覚思想
















































































































と論じられている。すなわち、法華円教の立場は次に述べ が、まず天台の教判論前提 した場合、別教の梵網は帯権の説であり、相即を説かず 隔歴不融である で因位の凡夫・菩薩と 果位 仏の相即は説かれない。そのため、因位は劣、果位は勝という差別から、因を捨てて仏果が求められるのであり、こう た仏果を求める戒を『梵網経』は仏戒とする。
これに対して、円教の法華では相即互融を説き、また因位の凡夫衆生と果位の仏と
の相即を説くという。天台の六即説によれば、理即（仏 教えを少しも聞い ことがない凡夫） ・名字即（教えを聞いたこ がある凡夫）の因位 凡夫衆生においても分真即（修行によって無明を破した位） ・究竟即（究極円満の位）の果徳を具することを明かす が『法華経』なのである。よって戒家は、因位の菩薩であり がら仏果の功徳 具する因果不二・互融の法華の思想に依るとし、その戒 、梵網による仏戒ではなく、仏・菩薩不二の菩薩戒であると て る。
二つめは、戒家の戒を仏戒とするのか、菩薩戒とするのかという点。先述の通り、



























































































































































































































戒家における戒は菩薩戒 （仏と一体異名） であり、 その戒法は因位 （菩薩） に果徳 （仏）












等性としての即という二面性を有しているが、 天台本覚思想は特に 「即」 面を重んじ、更には凡夫位において、すで 仏であると うことを強調する。所謂る戒家も、この天台教学に基づいて、凡夫位の我々に果位の仏果が内在し、それを受戒によって納受することで、円教菩薩として 成仏に至る基盤が整うとするのである。
さて、戒家の成仏について恵尋は『円頓戒聞書』において、迹門は理即即身成仏を











































































































らずそれを自覚しないままでは宝の持ち腐れである。受戒という行為を通して、多宝塔中の釈迦如来より師資相承せら た戒体（随縁真如戒体）を納得し、本来より凡夫は仏と一体不二であることを自覚する。この納得以後、持 修行によって我身 ままで妙覚の功徳を具足するが故に『梵網経』には「位同大覚位」 いうのであ 。
戒家の思想は、仏との平等性は全ての存在に余すことなく具わっているという不二
































ノ分齊也。 」 （ 『天台全』九、 三六五下）とあり、すでにその当時には「信心受戒」
という名称が、他流派にも知られていたようである。
さて、恵尋にその思想が見られる「信心受戒」であるが、例えば恵尋は『円頓戒













































































































































































レ之。 （同、 二七 下）
と論じている。疑心というのは空・仮・中の一心三観において、空仮の二辺に執着するこ であり、二辺を執じる疑心無き心を中道 善信（信心）としている。そして、この疑心無き信心により、本具の戒体を受戒によって納得し、性無作仮色の戒体が成ずるとしている。要す に恵尋によれば、戒家における信 とは 疑心無き心 ことであり、空仮の二辺に迷うのではなく、即空即仮即 という円融 諦の理を覚る智慧として捉えられているのである。
恵尋は、戒体の発得という点に着目し、理性戒体を受けることが受戒であり、その

















相即を論じる天台教学において、戒法と観心は一体 二ということ 、戒法によって観心の受持が可能であることを知 しめる が目的であった はないか。つまり受戒・持戒によって、天台の止観を行じていると言えるの （恵心流においても逆のことが言える） 。
以上のことから、戒家における受戒と止観との関係を示せば次のようになる。中道
実相の円融の理（戒体・真如）を覚る は、三惑（疑心）を破す三智（信心） りこの三智（信心）は一心三観の観法（受戒・持戒）によって得られるのである。よって戒家では、止観における一 三観 行は、受戒 その後の持戒修行として顕され、円融を覚る智慧は信心であるとされ 。ここに 教学やその実践として 止観は、戒法を通して説明され、戒法によって納得され の 。註
（1）中古天台期の扱い方については、硲慈弘氏の定義に依る。 『日本仏教の開展とその基調（下） 』一頁。（2）『天台全』二二、 十八下（3）恵尋は、慈覚大師以来 規則である素絹衣の着用に反し、律衣を着ていたため叡山から排斥された 『日仏全』七四、 三〇〇上） 。恵顗は、師の志を継いだものの、
七

























レ之耶。 」 （ 『天台全』九、 二二五上）





























ノ依怙也。摂衆生戒是也。 」 （ 『日仏全』七一、 三四〇







































ヲ一者也。 」 『続天台』円戒二、 五〇上。





顕也」 『続天台』円戒一、 一三二上。（14）窪田哲正「 円頓戒法秘蔵大綱集』について」 『印仏研』三〇―一。 「中古天台における戒勝止観の法門」 『大崎学報』一三九（15）この点については、興 が『菩薩 義記知見別紙抄』で「戒家ノ心ハ。信心者。妙覚ノ智也。疑者。三惑ノ迷也。受戒発得者。成仏得道也。 」 （ 『続天台』円戒二。四五下）として、その役割を明確に説いている。（16）「三羯磨
ヲ
成
スル
時。観心
トモ
観念
トモ
下
レ
云。ヤカテ即身成仏
スル
也。 」 『日仏全』
七一、 三四六上。
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